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ファッション・トレンドファッション・トレンド

2026年春夏2026年春夏
プルミエール・ヴィジョン・パリプルミエール・ヴィジョン・パリ

一般財団法人日本綿業振興会
ファッション・ディレクター　柳原 美紗子

　
2
0
2
5
年
2
月
11
日
㈫
か
ら
13
日
㈭
ま

で
の
3
日
間
、
プ
ル
ミ
エ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン（
P
V
）
パ
リ
が
パ
リ
・
ノ
ー
ル
・
ヴ
ィ

ル
パ
ン
ト
見
本
市
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　
1
2
6
ヶ
国
か
ら
約
3
万
人
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
業
界
関
係
者
が
集
い
、
1‌

3
，0
0
0
社

以
上
を
代
表
す
る
形
と
な
っ
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム（
ソ
ー
シ
ン
グ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
と
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
）へ
の
訪
問
数
は

延
べ
4‌

8
，0
0
0
回
に
達
し
、約
40
ヶ
国（
イ

タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
、
日
本
、
イ
ギ
リ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
韓
国
、

ト
ル
コ
、
中
国
な
ど
）
か
ら
1
，1
0
0
社

の
出
展
者
が
最
新
の
2
0
2
6
年
春
夏
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
披
露
し
た
。

　
ま
た
、
2
2
0
名
の
国
際
的
な
招
待
バ
イ

ヤ
ー
が「
ホ
ス
テ
ッ
ド
・
ゲ
ス
ト
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
参
加
し
、
1
，5
0
0
件
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
た
。

　
会
場
に
は
往
年
の
熱
気
が
戻
り
、
昨
年
7

月
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
開
催
時
に
見
ら
れ

た
落
ち
込
み
を
補
っ
て
余
り
あ
る
成
果
を
示

し
た
。
P
V
パ
リ
は
再
び
、
世
界
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
産
業
を
牽
引
す
る
場
と
し
て
の
存
在

感
を
強
く
印
象
づ
け
る
も
の
と
な
っ
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
の
未
来
を

形
作
る
国
際
見
本
市

◦�

世
界
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
業
界
を
支
え
る
国

際
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　
プ
ル
ミ
エ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
（
P
V
）

パ
リ
は
、
世
界
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
業
界
の
発

展
を
支
え
る
国
際
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
る
。
今

回
の
会
期
に
は
、
多
く
の
国
や
団
体
か
ら
代

表
者
が
集
ま
り
、
国
際
的
な
交
流
の
場
と

な
っ
た
。

　
主
な
来
場
者
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
経
済
大

臣
ペ
ド
ロ
・
レ
イ
ス
氏
率
い
る
代
表
団
を
は

じ
め
、
フ
ラ
ン
ス
駐
在
の
韓
国
、
エ
ジ
プ
ト
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
各
国
の
大
使
館
代
表
団
が
含
ま
れ
た
。
ま

た
、
欧
州
ア
パ
レ
ル
・
テ
キ
ス
タ
イ
ル
連
合

（E
U
R
A
TE
X

）、
国
際
ウ
ー
ル
テ
キ
ス
タ
イ

ル
機
構
（IW

TO

）、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
業
界
団
体 m

m
o
de

、
著
名
な
イ
ン

ド
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
代
表
団
、
モ
ロ
ッ
コ
の
テ

キ
ス
タ
イ
ル
・
衣
料
業
界
協
会
（A

M
ITH

）、

ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
の

代
表
団
な
ど
、
幅
広
い
関
係
者
が
参
加
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
P
V
パ
リ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な

テ
キ
ス
タ
イ
ル
業
界
の
発
展
を
支
援
す
る
重

要
な
拠
点
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
示
さ
れ
た
。

◦�

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ポ
ー
ル
、
業
界
全
体

を
支
え
る
存
在
へ

　
今
回
の
会
期
で
は
、
フ
ロ
ラ
ン
ス
・
ル
ッ

ソ
ン
氏
（
プ
ル
ミ
エ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
取

締
役
社
長
兼
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ポ
ー
ル

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
が
、
G
L
イ
ベ
ン
ツ
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門
を「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

ポ
ー
ル
」
と
改
称
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

こ
の
部
門
は
、
プ
ル
ミ
エ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
（
P
V
）、
ト
ラ
ノ
イ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

ソ
ー
ス
の
3
ブ
ラ
ン
ド
の
も
と
で
開
催
さ
れ

る
18
の
イ
ベ
ン
ト
を
統
括
す
る
。

　
さ
ら
に
「
国
際
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
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ザ
ー
バ
ト
リ
ー
」
の
設
立
も
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
分
析
・

予
測
ツ
ー
ル
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
の
ト
レ
ン
ド

や
変
化
を
読
み
解
き
、
業
界
全
体
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
ル
ッ
ソ
ン
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ポ
ー
ル
の
成
長
と
国
際
的
な

広
が
り
は
、
業
界
の
変
革
を
支
援
す
る
と
い
う
私
た
ち

の
強
い
決
意
を
示
し
て
い
る
。
今
回
の
P
V
パ
リ
で
は
、

市
場
が
私
た
ち
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
支
持
し
て
い
る
こ
と

が
明
確
に
な
り
、
業
界
の
す
べ
て
の
関
係
者
が
協
力
し
、

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
証

明
さ
れ
た
。」

　
P
V
パ
リ
は
今
後
も
国
際
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
し
て
革
新
と
創
造
の
場
を
提
供
し
続
け
る
方
針
で
あ

り
、
次
回
開
催
に
向
け
て
さ
ら
な
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
持
続
可
能
な
未
来
へ
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ「
サ
ヴ
ォ
ア
フ
ェ
ー
ル

（
匠
の
技
）」

　
今
シ
ー
ズ
ン
、
P
V
は
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
サ
ヴ
ォ
ア

フ
ェ
ー
ル
（S

avo
ir Faire

／
匠
の
技
）」
と
定
め
、
ク
ラ

フ
ト
と
職
人
技
の
重
要
性
を
改
め
て
強
調
し
た
。

◦
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
が
新
た
な
基
準
に

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
は
現
在
、
経
済
・
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
に
加
え
、
価
値
観
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の
変
革
の
時
代
に
お
い

て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
本
質
を
再
確
認
し
、
新
た
な
基

準
を
築
く
鍵
は
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
に
あ
る
。
職
人

や
工
芸
家
の
情
熱
は
伝
統
を
守
る
だ
け
で
な
く
進
化
さ

せ
、
業
界
の
刷
新
と
シ
ス
テ
ム
再
構
築
を
促
し
て
い
る
。

現
代
の
職
人
は
歴
史
の
証
人
で
あ
り
な
が
ら
革
新
者
で

も
あ
り
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
積
極
的
に
関

与
し
つ
つ
、
新
た
な
創
造
表
現
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

提
案
し
て
い
る
。

　
ル
ッ
ソ
ン
C
E
O
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　「
消
費
者
は
引
き
続
き
楽
し
さ
を
求
め
つ
つ
、
環
境
配

慮
や
コ
ス
ト
合
理
性
を
重
視
し
て
い
る
。
価
値
観
の
変

化
に
対
し
、
業
界
が
い
か
に
適
応
し
進
化
し
て
い
く
か

が
今
後
を
大
き
く
左
右
す
る
。
こ
の
変
革
の
時
代
に
あ
っ

て
、
私
た
ち
は
改
め
て
本
質
的
な
価
値
を
見
直
し
、
新

し
い
基
準
を
打
ち
立
て
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

こ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
業
界
全
体
の
再
構
築
を
促
し
て
い

き
た
い
。」

　
P
V
は
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
を
「
歴
史
的
遺
産
で
あ

り
な
が
ら
未
来
へ
の
革
新
の
力
」
と
位
置
づ
け
、
職
人

の
存
在
を
持
続
可
能
な
未
来
を
築
く
鍵
と
み
な
し
て
い

る
。「
サ
ヴ
ォ
ア
フ
ェ
ー
ル
」
は
今
後
も
継
続
的
に
メ
イ

ン
テ
ー
マ
と
し
て
展
開
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

◦「
サ
ヴ
ォ
ア
フ
ェ
ー
ル
」に
見
る
3
つ
の
テ
ー
マ

　
こ
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
は
、「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
（R

e-

fresh

）」、「
リ
セ
ッ
ト
（R

e-set

）」、「
リ
ス
ト
ア
（R

e-

sto
re

）」
の
3
つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
「
R
e
」
を
冠
し
て
お
り
、
そ
れ
は
単
な
る
「
再

び
」
で
は
な
く
、
新
た
な
発
見
や
視
点
の
転
換
、
そ
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
＝
一
新
を
意
味
し
て
い
る
。

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
（Re-fresh

）」

　
新
鮮
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
活
性
化
を
象
徴
す
る
も

の
で
あ
る
。
今
季
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
産
業
革

新
を
活
用
し
、
猛
暑
を
和
ら
げ
、
清
涼
感
を
も
た
ら
す

こ
と
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。
北
欧
の
風
景
や
氷
原
の

イ
メ
ー
ジ
が
示
唆
さ
れ
、
人
工
知
能
は
人
間
の
創
造
性

を
解
放
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
特
に
今
シ
ー
ズ
ン
を
象
徴
す
る
テ
ー
マ
が「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
」
で
あ
る
。
地
球
温
暖
化
や
環
境
問
題
へ
の
関
心
の

高
ま
り
と
と
も
に
、
清
涼
感
や
軽
や
か
さ
が
求
め
ら
れ
、

ア
イ
ス
ブ
ル
ー
や
ミ
ン
ト
グ
リ
ー
ン
と
い
っ
た
寒
色
系

が
キ
ー
カ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
ト
レ
ン
ド
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
氷
や
北
の
風
景
を
想
起

さ
せ
る
涼
し
げ
な
空
間
が
広
が
り
、
メ
タ
リ
ッ
ク
な
光

沢
や
パ
ー
ル
、
氷
の
結
晶
の
よ
う
な
装
飾
が
洗
練
さ
れ

た
印
象
を
与
え
て
い
た
。
素
材
で
は
ボ
イ
ル
や
オ
ー
ガ

ン
ザ
、
カ
ッ
ト
ジ
ャ
カ
ー
ド
な
ど
、
透
け
感
の
あ
る
エ
ア

リ
ー
な
素
材
が
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
を
演
出
。
キ
ャ
ッ
チ
ワ
ッ

シ
ャ
ー
や
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
ド
サ
テ
ン
も
登
場
。
サ
ッ
カ
ー
な

ど
の
凹
凸
感
あ
る
生
地
が
躍
動
感
を
与
え
て
い
る
。
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「
リ
セ
ッ
ト（Re-set

）」

　
思
考
を
切
り
替
え
、
体
験
の
喜
び
を
再
発
見
す
る
こ

と
に
焦
点
を
当
て
る
。
遊
び
心
や
快
楽
主
義
は
厳
し
い

現
実
に
対
す
る
解
毒
剤
と
な
り
、
都
市
空
間
の
再
考
や

人
と
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
2
0
2
6

年
春
夏
は
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」
と
「
ケ
ア
」
を
重
視
す
る
シ
ー

ズ
ン
と
な
る
。

　「
リ
セ
ッ
ト
」
は
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
し
、
今
こ
の
瞬
間

を
楽
し
む
こ
と
を
重
視
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
コ
ー
ラ

ル
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
、
オ
レ
ン
ジ
の
鮮
や
か
な
色
調
に
加
え
、

ス
イ
ー
ツ
を
想
起
さ
せ
る
甘
美
な
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
や
ピ

ン
ク
の
幾
何
学
模
様
、
遊
び
心
の
あ
る
刺
繍
や
プ
リ
ン

ト
が
特
徴
で
、
視
覚
と
触
覚
を
刺
激
す
る
素
材
が
揃
う
。

花
び
ら
や
ワ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
触
感
、
伸
縮
性
の
あ
る

ニ
ッ
ト
や
高
密
度
織
物
が
身
体
に
フ
ィ
ッ
ト
し
つ
つ
自

由
に
形
を
変

え
る
。
鮮
や

か
な
色
彩
と

光
沢
感
が
セ

ン
シ
ュ
ア
ル

で
ノ
ス
タ
ル

ジ
ッ
ク
な
雰

囲
気
を
演
出

す
る
。

「
リ
ス
ト
ア（Re-store

）」

　
修
復
と
再
生
を
テ
ー
マ
と
し
、
循
環
性
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
、
透
明
性
を
不
可
欠
な
要
素
と
位
置
づ
け
る
。

過
去
の
知
識
や

技
術
を
再
発
見

し
、
未
来
へ
と

つ
な
ぐ
こ
と
で

持
続
可
能
で
根

付
い
た
未
来
を

形
作
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

　「
リ
ス
ト
ア
」
は
自
然
や
伝
統
と
の
つ
な
が
り
を
見
つ

め
直
し
、
循
環
型
社
会
へ
の
意
識
を
喚
起
す
る
テ
ー
マ

で
あ
る
。
深
み
の
あ
る
ブ
ラ
ウ
ン
や
カ
ー
キ
、
パ
ー
プ

ル
な
ど
ア
ー

ス
カ
ラ
ー
を

基
調
に
、
構

造
美
を
際
立

た
せ
る
未

染
色
素
材
の

ほ
か
、
ゴ
ー

ル
ド
や
ス
パ

ン
コ
ー
ル

と
い
っ
た
光

を
放
つ
要
素

も
取
り
入
れ

ら
れ
て
い

る
。
職
人
技

に
よ
る
ジ
ャ

カ
ー
ド
や
ギ

ピ
ュ
ー
ル

レ
ー
ス
、
エ

ン
ブ
ロ
イ
ダ
リ
ー
、
プ
リ
ン
ト
に
は
地
域
文
化
の
再
評

価
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
伝
統
的
な
手
仕
事
は
進
化
を

続
け
、
タ
イ
ダ
イ
染
め
や
絣
な
ど
、
あ
え
て
不
完
全
さ

を
表
現
し
た
唯
一
無
二
の
ア
ー
ト
と
し
て
昇
華
さ
れ
て

い
る
。

◦�

カ
ラ
ー
パ
レ
ッ
ト
が
未
来
を
形
作
る

　
2
0
2
6
年
春
夏
シ
ー
ズ
ン
を
彩
る
カ
ラ
ー
パ
レ
ッ

ト
は
、「
サ
ヴ
ォ
ア
フ
ェ
ー
ル
」
を
背
景
に
社
会
変
化

を
映
し
出
し
て
い
る
。
P
V
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ー
ム

は
、「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」、「
リ
セ
ッ
ト
」、「
リ
ス
ト
ア
」

の
3
つ
の
視
点
を
色
彩
表
現
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
そ

の
中
で
も
特
に
重
要
な
の
は
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
で
あ
る
。

ま
た
、
ア
ー
ス
カ
ラ
ー
や
鮮
や
か
な
ラ
ズ
ベ
リ
ー
の
赤
、

柔
ら
か
な
ピ
ン
ク
も
重
要
な
キ
ー
カ
ラ
ー
と
し
て
登
場

し
、
色
を
ど
う
組
み
合
わ
せ
る
か
が
、
新
し
い
提
案
の

核
と
な
っ
て
い
る
。

「Re-fresh

（
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
）」

　
軽
や
か
さ
と
リ
セ
ッ
ト
を
象
徴
す
る
涼
し
げ
な
ブ

ル
ー
や
グ
リ
ー
ン
は
、
地
球
温
暖
化
が
進
む
中
で
高
ま

る
“
清
涼
感
”
へ
の
欲
求
を
反
映
し
て
い
る
。
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
美
学
に
も
通
じ
る
こ
れ
ら
の
色
調
は
、
科
学
や

新
技
術
が
業
界
に
お
け
る
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
こ
の
シ
ー
ズ
ン
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
カ
ラ
ー
は
進
化
を

続
け
、
よ
り
暖
か
み
を
帯
び
、
汎
用
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。
グ
リ
ー
ン
は
、
鮮
や
か
な
「
酸
素
を
含
ん
だ
」
パ
ス

テ
ル
、
テ
ク
ニ
カ
ル
で
モ
ダ
ン
な
輝
く
カ
ー
キ
、
そ
し

て
タ
イ
ム
レ
ス
な
深
み
の
あ
る
濃
い
グ
リ
ー
ン
へ
と
変
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化
し
て
い
る
。

ブ
ル
ー
は
前

シ
ー
ズ
ン
と

同
様
に
「
ス

テ
ー
ト
メ
ン

ト
」
カ
ラ
ー

と
し
て
際
立

つ
。
明
る
い

ト
ー
ン
は
シ

ル
エ
ッ
ト
に
モ
ダ
ン
な
印
象
を
与
え
、
中
間
色
は
流
れ

る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
に
奥
行
き
を
加
え
、
よ
り
飽
和
し

た
ブ
ル
ー
は
シ
ャ
ー
プ
で
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
ア
イ
テ

ム
を
引
き
締
め
る
。

︿
ハ
ー
モ
ニ
ー
﹀

◦�

ク
ー
ル
／
フ
レ
ッ
シ
ュ 

グ
ラ
デ
ィ
エ
ン
ト

　
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
カ

ラ
ー
が
グ
リ
ー
ン
や
ブ

ル
ー
と
重
な
り
合
う
こ
と

で
、
よ
り
自
然
で
柔
ら
か

な
印
象
を
生
み
出
し
な
が

ら
、
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
へ

と
仕
上
げ
て
い
る
。
大
胆

な
カ
ラ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
で
は

な
く
、
質
感
や
パ
テ
ィ
ー

ナ
（
風
合
い
）
の
調
和
に

よ
っ
て
奥
行
き
を
感
じ
さ

せ
る
の
が
特
徴
。

◦�

ア
イ
シ
ー
・
ラ
イ
ト
ネ
ス

　
氷
の
よ
う
に
透
明
感
の
あ
る
軽
や
か
さ
と
清
涼
感
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
洗
い
ざ
ら

し
の
質
感
や
マ
ー
ブ
ル

調
の
模
様
、
不
規
則
な

色
落
ち
と
い
っ
た
装
飾

的
な
表
現
に
展
開
さ
れ

て
い
る
。
特
に
製
品
染

め
の
分
野
で
は
、
マ
ル
チ

カ
ラ
ー
を
用
い
た
ガ
ー

メ
ン
ト
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
の

実
験
的
な
試
み
が
、
シ
ー

ズ
ン
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を

物
語
っ
て
い
る
。

「Re-set

（
リ
セ
ッ
ト
）」

　
コ
ー
ラ
ル
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
、
オ
レ
ン
ジ
な

ど
の
色
調
は
、
す
べ
て
の
デ
ザ
イ
ン
分
野
で

求
め
ら
れ
る“
多
感
覚
的
な
体
験
”へ
の
欲
求

を
反
映
し
て
い
る
。
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
効
果
を

活
か
し
た
鮮
や
か
で
濃
密
な
色
合
い
は
、
視

覚
や
触
覚
を
刺
激
す
る
体
験
へ
の
関
心
の
高

ま
り
を
示
し
て
い
る
。

　
オ
レ
ン
ジ
、
コ
ー
ラ
ル
、
ピ
ン
ク
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
は

新
た
な
「
赤
」
と
し
て
台
頭
し
て
い
る
。
従
来
は
ス
ポ
ー

テ
ィ
ー
あ
る
い
は
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
な
美
学
と
結
び
つ
い

て
い
た
が
、
現
代
的
に
進
化
し
て
い
る
。
ピ
ン
ク
は
毎

シ
ー
ズ
ン
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
汎
用
性
を
増
し
て

い
る
。
白
熱
す
る
よ
う
な
鮮
や
か
な
色
調
は
、
焼
け
焦

げ
た
よ
う
な
質
感
や
、
燃
え
る
夕
焼
け
を
想
起
さ
せ
る

も
の
も
あ
る
。

︿
ハ
ー
モ
ニ
ー
﹀

◦�

ピ
ン
ク
・
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
ピ
ン
ク
と
グ
レ
ー
の
組
み
合
わ
せ
が
絶
妙
な
バ
ラ
ン

ス
を
描
き
出
す
。
豊
か
で
セ
ン
シ
ュ
ア
ル
な
ピ
ン
ク
は

フ
ィ
ル
タ
ー
の
よ
う
に
働
き
、
テ
ク
ニ
カ
ル
な
グ
レ
ー

-　4　-



の
背
景
に
ひ
と
さ
じ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
加
え
る
。
一
方

で
グ
レ
ー
は
ピ
ン
ク
の
甘
さ
を
程
よ
く
抑
え
、
よ
り
モ

ダ
ン
で
洗
練
さ
れ
た
印
象
へ
と
導
く
。

◦
ブ
ラ
ウ
ン
・
ウ
エ
ル
ネ
ス

　
温
も
り
の
あ
る
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
シ
ル
エ
ッ
ト
に
快
適

さ
と
エ
レ
ガ
ン
ス
を
添
え
る
。
自
然
な
ト
ー
ン
は
デ
ザ

イ
ン
に
生
命
感
を
与
え
つ
つ
、
華
や
か
で
ク
チ
ュ
ー
ル

ラ
イ
ク
な
素
材
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
落
ち

着
き
と
高
揚
感
を
併
せ
持
つ
表
現
を
生
み
出
し
て
い
る
。

「Re-store

（
リ
ス
ト
ア
）」

　
深
み
の
あ
る
ブ
ラ
ウ
ン
、
カ
ー
キ
、
パ
ー
プ
ル
は
、
大

地
と
の
つ
な
が
り
や
落
ち
着
き
を
も
た
ら
し
、
天
然
素

材
や
持
続
可
能
な
実
践
と
の
関
連
性
が
強
い
色
で
あ
る
。

　
ラ
イ
ム
や
レ
モ
ン
の
酸
味
が
、
イ
エ
ロ
ー
を

よ
り
鮮
や
か
で
シ
ャ
ー
プ
な
ト
ー
ン
へ
と
進
化

さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
色
は
単
色
で
使
用
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
強
調
す

る
た
め
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
ニ
ッ

チ
市
場
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
自
然
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

ブ
ラ
ウ
ン
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
よ
り
中
心
的
な

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
、
レ
ザ
ー
の
象
徴
的
な
カ
ラ
ー

と
し
て
、
装
飾
的
で
幻
想
的
な
デ
ザ
イ
ン
か
ら
テ
ク
ニ

カ
ル
な
ア
イ
テ
ム
ま
で
幅
広
く
展
開
さ
れ
て
い
る
。

︿
ハ
ー
モ
ニ
ー
﹀

◦
ダ
ー
ク
・
ト
ー
テ
ム

　
濃
密
な
ト
ー
ン
は
「
地
に
根
ざ
し
た
感
覚
」
へ
の
欲
求

を
映
し
出
し
、
深
み
の
あ
る
ブ
ラ
ウ
ン
に
鮮
や
か
な
色

彩
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
意
外
性
の
あ
る
調
和
を
生

み
出
す
。
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
は
、
カ
ラ
ー
ブ
ロ
ッ

ク
や
オ
ー
ル
オ
ー
バ
ー
パ
タ
ー
ン
、
さ
ら
に
は
ス
ポ
ー

テ
ィ
ー
な
印
象
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
へ
と

展
開
さ
れ
る
。

◦�

ク
リ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ア
ロ
ス
ク
ー
ロ

　
気
候
や
風
土
か
ら
着
想
を
得
た
キ
ア
ロ
ス
ク
ー
ロ
（
明

暗
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
）
は
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
色
調
に
爽
や

か
な
酸
味
を
帯
び
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
を
加
え
、
新
鮮
な

表
情
を
与
え
る
。
こ
れ
ら
の
カ
ラ
ー
は
自
然
な
ト
ー
ン

に
贅
沢
な
流
動
感
を
も
た
ら
し
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
ェ
ア

や
テ
ー
ラ
リ
ン
グ
、
そ
し
て
都
会
的
な
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

タ
イ
ル
に
適
し
た
パ
レ
ッ
ト
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　
人
工
的
な
鮮
や
か
な
色
調
と
自
然
を
想
起
さ
せ
る

ア
ー
ス
カ
ラ
ー
の
組
み
合
わ
せ
は
、
伝
統
と
革
新
の
対

話
を
象
徴
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
時
代
を
定
義
す
る
要

素
で
あ
り
、
今
後
も
美
的
感
覚
や
職
人
技
の
発
展
に
影

響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

◦
2
0
2
6
年
春
夏
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
の
ポ
イ
ン
ト

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
環
境
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
軽

や
か
で
涼
し
げ
な
素
材
感
が
鍵
と
な
る
。
エ
ア
リ
ー
な

透
け
感
や
凹
凸
の
あ
る
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
が
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
印
象
を
演
出
し
、
光
沢
感
が
エ
レ
ガ
ン
ト
な
ム
ー
ド

を
強
調
。
メ
タ
リ
ッ
ク
素
材
や
職
人
技
を
生
か
し
た
デ
ィ

テ
ー
ル
も
話
題
と
な
り
、
リ
ネ
ン
の
素
朴
な
風
合
い

や
タ
イ
ダ
イ
風
の
染
ム
ラ
に
宿
る
ア
ー
ト
性
が
際
立
つ
。

伝
統
を
再
解
釈
し
た
チ
ェ
ッ
ク
や
プ
リ
ン
ト
も
、
現
代

的
な
表
現
へ
進
化
し
て
い
る
。

◦
エ
ア
リ
ー
・
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

　
環
境
へ
の
意
識
が
高
ま
る
中
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
清
涼

感
が
求
め
ら
れ
る
。
軽
や
か
な
透
け
感
を
持
つ
ガ
ー
ゼ

や
ベ
ー
ル
風
の
質
感
、
凹
凸
の
あ
る
透
か
し
模
様
、
レ
ー

ス
、
オ
ー
プ
ン
ワ
ー
ク
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
織
り
、
マ
イ
ク

ロ
チ
ェ
ッ
ク
に
加
え
、
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
ト
や
オ
パ
ー
ル
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加
工
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
穴
あ
き
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
エ

ア
リ
ー
な
構
造
の
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
が
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
印

象
を
も
た
ら
す
。

◦
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
ド 

& 

ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ

　
漂
白
さ
れ
た
よ
う
な
明
る
い
色
調
の
テ
ク
ス
チ
ャ
ー

や
、
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
加
工
さ
れ
た
淡
い
パ
ス
テ
ル
ト
ー
ン

が
、
涼
し
げ
で
爽
や
か
な
印
象
を
演
出
。
ガ
ー
メ
ン
ト

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
自
然
な
色
褪
せ
が
、
織
り
模
様
や

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
豊
か
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
生
み
出
す
。

特
に
、
顔
料
プ
リ
ン
ト
洗
い
に
よ
る
色
落
ち
は
人
気
を

集
め
、
表
現
技
法
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

◦
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
シ
ワ
・
シ
ボ

　
ま
る
で
風
に
さ
ら
さ
れ
て
自
然
乾
燥
し
た
か
の
よ
う

な
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
シ
ワ
感
が
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
魅
力
を

誘
う
。
ま
た
、
意
図
的
な
シ
ワ
加
工
や
サ
ッ
カ
ー
調
、

フ
ク
レ
、
プ
リ
ー
ツ
の
凹
凸
、
楊
柳
、
細
か
な
シ
ボ
加

工
が
無
地
の
生
地
に
動
き
を
加
え
る
。
特
に
、
機
械
的

な
圧
力
を
与
え
ず
に
天
日
干
し
さ
れ
た
コ
ッ
ト
ン
の
シ

ワ
は
、
柔
ら
か
く
心
地
よ
い
質
感
で
人
気
。

◦
フ
ル
イ
ド
・
シ
ャ
イ
ン

　
流
動
感
と
光
沢
が
融
合
し
、
シ
ル
ク
の
よ
う
な
サ
テ
ン

生
地
が
生
み
出
す
ド
レ
ー
プ
が
エ
レ
ガ
ン
ト
な
ム
ー
ド

を
演
出
。
ラ
ッ
カ
ー
加
工
や
漆
の
よ
う
な
光
沢
が
官
能
的

な
魅
力
を
際
立
た
せ
る
ほ
か
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
よ
う
な

艶
が
鮮
や
か
な
色
を
引
き
立
て
、遊
び
心
を
添
え
る
。シ
ャ

ン
ブ
レ
ー
の
光
の
当
た
り
方
に
よ
っ
て
見
え
方
が
変
わ
る

「
玉
虫
色
」の
よ
う
な
輝
き
も
注
目
ポ
イ
ン
ト
。

◦
メ
タ
リ
ッ
ク
・
ク
チ
ュ
ー
ル

　
金
属
的
な
輝
き
を
持
つ
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
が
ト
レ
ン
ド

に
。
ク
リ
ス
タ
ル
の
よ
う
な
繊
細
な
煌
め
き
や
霜
を
思

わ
せ
る
涼
し
げ
な
光
沢
が
特
徴
の
も
の
、
ゴ
ー
ル
ド
の

ク
ラ
フ
ト
感
を
強
調
し
た
金
糸
や
グ
リ
ッ
タ
ー
、
ス
パ

ン
コ
ー
ル
使
い
の
カ
ッ
ト
ジ
ャ
カ
ー
ド
や
マ
ク
ラ
メ
な

ど
、
職
人
技
が
際
立
つ
素
材
が
登
場
。
立
体
的
な
レ
リ
ー

フ
を
加
え
た
構
造
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
洗
練
さ
れ
た
印
象

を
与
え
る
。

◦
リ
ネ
ン
・
ス
ー
テ
ィ
ン
グ

　
リ
ネ
ン
の
持
つ
力
強
い
素
朴
さ
が
際
立
つ
シ
ー
ズ
ン
。

シ
ャ
リ
感
の
あ
る
軽
快
な
も
の
か
ら
ツ
イ
ー
ド
風
、
ド

ラ
イ
で
構
築
的
な
も
の
ま
で
、
ス
ー
ツ
生
地
に
お
け
る

リ
ネ
ン
の
多
様
な
可
能
性
が
探
求
さ
れ
る
。
繊
細
な
ス

ラ
ブ
効
果
が
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
エ
レ
ガ
ン
ス
を
演
出
し
、

モ
ダ
ン
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
洗
練
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

◦
伝
統
を
ひ
ね
っ
た
先
染
め

　
伝
統
に
モ
ダ
ン
な
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
マ
ド
ラ
ス
や

英
国
調
“
ブ
リ
ッ
ト
ポ
ッ
プ
”
ス
タ
イ
ル
で
ヴ
ィ
ン
テ
ー

ジ
感
の
あ
る
タ
ー
タ
ン
チ
ェ
ッ
ク
、
グ
レ
ー
＆
ベ
ー
ジ
ュ

の
オ
ン
ブ
レ
チ
ェ
ッ
ク
が
増
加
。
ス
ト
ラ
イ
プ
は
か
す

か
な
ラ
イ
ン
や
色
褪
せ
た
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
が
主
流
に
。

さ
ら
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
の
ス
ト
ラ
イ
プ

が
、
洗
練
さ
れ
た
ポ
プ
リ
ン
シ
ャ
ツ
地
で
見
ら
れ
る
の

も
特
徴
。

◦
進
化
す
る
タ
イ
ダ
イ

　
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
技
法
と
現
代
的
な
感
性
が
融
合
し
、

タ
イ
ダ
イ
が
新
た
な
表
現
へ
と
進
化
し
て
い
る
。
ジ
ャ

カ
ー
ド
織
り
や
ほ
ぐ
し
、
絣
、
刺
繍
、
プ
リ
ン
ト
な
ど

多
彩
な
技
法
で
表
現
さ
れ
、
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
へ

と
発
展
。
職
人
の
手
仕
事
な
ら
で
は
の
ム
ラ
や
か
す
れ

を
活
か
し
た
「
計
算
さ
れ
た
不
完
全
さ
」
が
、
唯
一
無
二

の
ア
ー
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

◦
デ
ニ
ム
：
エ
イ
ジ
ン
グ
の
新
た
な
可
能
性

　
デ
ニ
ム
は
経
年
変
化
の
美
し
さ
を
再
解
釈
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
素
材
を
活
用
し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
る
。
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ブ
ル
ー
の
自
然

な
色
褪
せ
や
摩
耗
感
を
活
か
し
、
ウ
ェ
ザ
リ
ン
グ
加
工

や
レ
イ
ヤ
ー
ド
効
果
を
導
入
。
浸
食
、
レ
ジ
ス
ト
染
色
、

プ
リ
ー
ツ
加
工
、
ス
テ
ン
シ
ル
な
ど
の
技
法
が
施
さ
れ
、

ジ
ャ
カ
ー
ド
や
レ
ー
ス
、
ニ
ッ
ト
、
メ
タ
リ
ッ
ク
な
ど

の
装
飾
的
な
要
素
と
も
融
合
し
、
新
た
な
可
能
性
を
生

み
出
し
て
い
る
。

◦
伝
統
と
革
新
が
交
差
す
る
プ
リ
ン
ト

　
伝
統
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新
た
な
モ
チ
ー
フ
を
模
索
す

る
今
シ
ー
ズ
ン
。
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
映
す
ウ
ッ
ド
ビ
ー
ズ

や
ト
ー
テ
ミ
ッ
ク
な
幾
何
学
調
、
地
上
絵
の
よ
う
な
パ

タ
ー
ン
が
注
目
さ
れ
る
。
パ
ス
テ
ル
ト
ー
ン
の
ぼ
や
け

た
色
合
い
が
台
頭
し
、
夢
幻
的
な
色
調
や
曖
昧
な
植
物

柄
、
滲
ん
だ
水
彩
画
風
、
手
描
き
調
の
タ
ッ
チ
が
増
加
。

ム
ラ
柄
が
主
流
と
な
る
中
、
ボ
タ
ニ
カ
ル
モ
チ
ー
フ
で

は
葉
柄
が
抑
え
ら
れ
華
や
か
な
花
柄
が
登
場
。
ま
た
、

ベ
ー
ジ
ュ
や
黒
を
基
調
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
や
、
フ
ォ
ー

ク
ロ
ア
調
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
花
模
様
、
さ
ら
に
葉

や
花
び
ら
が
落
ち
る
イ
メ
ー
ジ
や
モ
ノ
ト
ー
ン
の
も
の

も
目
に
つ
く
。
逆
に
タ
イ
ダ
イ
は
多
色
使
い
に
、
エ
ス

ニ
ッ
ク
柄
は
大
胆
な
大
柄
が
目
立
つ
。
レ
ト
ロ
な
イ
ン

テ
リ
ア
風
の
ブ
ラ
ウ
ン
系
も
多
く
、
ス
ト
リ
ー
ト
系
で

は
黒
と
強
い
色
を
掛
け
合
わ
せ
、
時
代
の
反
発
感
を
表

現
す
る
デ
ザ
イ
ン
が
増
え
て
い
る
。
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フェアトレードファッションを好む
消費者の特徴

神戸学院大学 経営学部 教授　辻　幸恵

1 

背
景

1
・
1
　
定
義
と
目
的

　
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
関
す
る
解
釈
は
い
く

つ
か
あ
る
が
、
村
田（
2
0
0
5
）は「
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド（Fair Trade

）を
直
訳
す
る

と「
公
平
な
貿
易
」「
公
正
な
貿
易
」あ
る
い

は「
も
う
ひ
と
つ
の
貿
易
」と
な
る
」と
定
義

し
て
い
る
　1）

。
こ
の
定
義
か
ら
、
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
は
こ
れ
ま
で
の
貿
易
の
一
般
的
な

イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解

で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
で

は
誰
か
が「
儲
か
る
」だ
け
の
取
引
で
は
な

く
、
多
く
の
人
々
が
公
平
に「
儲
か
る
」貿
易
、

取
引
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

生
産
国
で
あ
る
開
発
途
上
国
の
人
々
も
、
そ

れ
ら
の
製
品
を
輸
入
し
て
い
る
日
本
を
は
じ

め
と
す
る
先
進
国
の
人
々
も
、
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
通
じ
て
互
い
に
幸
せ
に
な
る
よ
う
な

取
引
を
目
指
す
こ
と
が「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」

の
目
的
で
あ
る
。

　

本
報
告
の
目
的
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
好
む
消
費
者
の
特
徴
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
商
品
は
、
現
在
で
は
ア
ウ

タ
ー
、
イ
ン
ナ
ー
、
小
物
、
帽
子
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
な
ど
多
く
の
種
類
が
輸
入
さ
れ
て
い

る
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
選

択
し
て
着
用
す
る
消
費
者
は
、
そ
れ
ら
を
選

択
し
な
い
消
費
者
と
何
が
異
な
る
の
か
に
着

目
し
た
。
こ
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
消
費
者
像
が
明
確

に
な
る
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
す
る
こ
と

は
商
品
販
売
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
に
向
け

た
商
品
開
発
に
お
い
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
で
は
、
こ
れ
を

特
に「
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
」と
呼
ぶ
。
山
本
・

上
野
山（
2
0
1
9
）は「
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ

は
、
全
セ
グ
メ
ン
ト
か
ら
ど
の
セ
グ
メ
ン
ト

を
選
ぶ
か
を
決
め
る
こ
と
で
あ
る
」と
し
　2）

、

誰
に
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
商
品
を
提
案

す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
重
要
視
し
て
い

る
。
素
晴
ら
し
い
商
品
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
致
し
な
け
れ
ば
ニ
ー
ズ
に

は
合
わ
ず
、
結
果
と
し
て
商
品
が
売
れ
な
い

場
合
が
あ
る
た
め
、
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
は
非

常
に
重
要
で
あ
る
。

1
・
2
　
研
究
の
背
景
と
仮
説

　
世
の
中
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
、「
持
続
可

能
な
社
会
」へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
S
D
G
s

の
認
知
度
も
上
が
っ
て
き
た
。
朝
日
新
聞
が

2
0
2
4
年
１
月
に
S
D
G
s
認
知
度
調
査

を
し
た
結
果
、「
S
D
G
s
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
」と
回
答
し
た
人
は
88.7
％
と
な
り
、「
聞

い
た
こ
と
が
な
い
」の
回
答
で
あ
っ
た
11.3
％

を
大
き
く
上
回
っ
た
　3）

。
な
お
、
2
0
2
0

年
12
月
の
調
査
で
は
S
D
G
s
の
認
知
度
は

45.6
％
で
あ
っ
た
。
S
D
G
s
の
認
知
度
と
共

に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
い
う
言
葉
も
以
前
よ

り
も
聞
く
機
会
が
増
加
し
た
と
言
え
よ
う
。

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
や
イ
オ
ン
な
ど
従
来
よ
り

も
身
近
な
場
所
で
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
が

販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
認
知
度

を
上
げ
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
販

売
さ
れ
て
い
る
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
商
品
が

多
種
多
様
に
な
っ
た
こ
と
も
要
因
で
あ
る
。

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
商
品
が
購
入
し
や
す
く

な
る
と
、
そ
れ
ら
に
関
心
を
持
つ
人
々
も
増

加
す
る
。
し
か
し
、関
心
が
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
購
入
に
結
び
つ
く
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。

　
本
報
告
で
は
多
種
多
様
な
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
商
品
の
中
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
商
品
に
着

目
し
、
そ
れ
を
購
入
す
る
消
費
者
像
を
大
学

生
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
実
際
に
購
入
し
て
い
る
消
費
者
の
特

徴
は
何
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
仮
説
は
以
下

の
２
つ
で
あ
る
。

　

仮
説
 1
大
学
生
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
好
む
消
費
者
に
対
し
て

「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
関
心
が
あ
り
、
お
金

に
余
裕
が
あ
る
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
世
代
」と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
有
し
て
い
る
。

　
仮
説
 2
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

を
好
む
消
費
者
は
そ
う
で
は
な
い
消
費
者
と
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比
較
す
る
と
、
２
つ
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
ひ
と
つ

は「
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
」こ
と
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ

は「
店
内
の
滞
在
時
間
が
長
い
」こ
と
で
あ
る
。

　

上
記
仮
説
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
大
学
生
た
ち
の
若

い
世
代
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
役
立
ち
、
イ
メ
ー
ジ
戦
略

に
も
応
用
が
で
き
る
。
ま
た
、購
入
す
る
消
費
者
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
る
こ
と
に
役
立
ち
、
販
売
促
進
戦
略
に
も

活
用
で
き
る
こ
と
が
本
研
究
の
意
義
で
あ
る
。

2 

調
査
方
法
と
結
果

　
本
報
告
で
の
調
査
は
予
備
調
査
と
本
調
査
を
実
施
し
た
。

2
・
1
　
予
備
調
査
と
そ
の
結
果

　
2
0
2
3
年
9
月
下
旬
に
、
神
戸
市
内
の
私
立
総
合

大
学
に
所
属
す
る
大
学
生
12
人（
内
訳 

女
子
6
人
、
男

子
6
人
）を
対
象
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実

施
し
た
。
男
女
別
に
2
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ

れ
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
商
品（
小
物
を
含

む
）を
好
む
人
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
60
分
間
話
し
合
っ

て
も
ら
っ
た
。
場
所
は
大
学
の
演
習
室
で
あ
っ
た
。

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
言
い
回
し
は
異
な
る
が
、

内
容
的
に
一
致
し
て
い
る
も
の
を
含
め
て
5
回
以
上
出

現
し
た
ワ
ー
ド
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
1
で
あ
る
。
表

1
内
の
一
番
上
の
行
、
左
の「
イ
ン
テ
リ
」と
い
う
言
葉

で
は
、「
イ
ン
テ
リ
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
」「
何
で
も
よ

く
知
っ
て
い
る
イ
ン
テ
リ
っ
ぽ
い
雰
囲
気
の
50
歳
代
」

「
知
識
が
あ
る
高
学
歴
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
ご
婦
人
」

な
ど
か
ら
抽
出
し
た
。
な
お
、
こ
こ
に
示
し
た
ワ
ー
ド

を
本
調
査
で
は
質
問
項
目
と
し
て
使
用
し
た
。

2
・
2
　
本
調
査
と
そ
の
結
果

　
2
0
2
3
年
10
月
上
旬
に
、
神
戸
市
内
の
私
立
総
合

大
学
に
所
属
す
る
大
学
生
1
0
5
人（
内
訳 

女
子
50
人
、

男
子
55
人
）、
店
舗
の
従
業
員
5
人
、
来
店
者
20
人
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。

　
最
初
に
、
大
学
生
に
はG

oogle

フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
が
、
予
備
調
査
か
ら
得
た

ワ
ー
ド
を
元
に
質
問
30
項
目
を
設
定
し
た
。
こ
れ
ら
の

質
問
項
目
に
対
し
て
5
段
階
尺
度
と
し
て
次
の
回
答
を

設
定
し
た
。
1
：
ま
っ
た
く
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は

な
い
、
2
：
や
や
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
、
3
：

ど
ち
ら
で
も
な
い（
わ
か
ら
な
い
）、
4
：
や
や
そ
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
、
5
：
強
く
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
1
～
5
ま
で
の
尺
度
で
調
査
対
象
者
に
回

答
し
て
も
ら
っ
た
結
果
を
表
2
に
ま
と
め
た
。

　
t
検
定
を
用
い
た
結
果
、
男
女
差
を
得
ら
れ
た
項
目

は「
上
品
」「
健
康
志
向
」「
や
さ
し
い
感
じ
」「
落
ち
着

い
た
感
じ
」「
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」の
5
項
目

で
あ
っ
た
。
男
子
大
学
生
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
好
む
消
費
者
は「
上
品
」（
4.10
）で「
健
康
志
向
」

（
3.89
）で
あ
り「
落
ち
着
い
た
感
じ
」（
3.78
）が
す
る
人
で

表1　ディスカッションで抽出されたワード
n＝12

筆者作成

表2　５段階尺度から得られた平均値 n＝105

注）＊p<.05　＊＊p<.01，　　小数点以下第3位を四捨五入 筆者作成
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あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
有
し
て
い
る
。
女
子
大
学
生

は「
上
品
」（
3.51
）、「
健
康
志
向
」（
3.58
）、「
落
ち
着
い
た

感
じ
」（
3.42
）で
い
ず
れ
も
平
均
値
3.0
は
超
え
て
は
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
男
子
大
学
生
ほ
ど
は
強
く

抱
い
て
い
な
い
。
一
方
、女
子
大
学
生
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
好
む
消
費
者
は「
や
さ
し
い
感
じ
」

（
3.98
）が
し
て「
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」（
3.88
）を
好

む
イ
メ
ー
ジ
を
男
子
大
学
生
よ
り
も
抱
い
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
男
子
大
学
生
は「
や
さ
し
い
感
じ
」（
3.36
）や

「
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」（
3.04
）の
イ
メ
ー
ジ
を
女
子

大
学
生
ほ
ど
は
抱
い
て
い
な
い
結
果
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
男
女
共
に
、
あ
る
い
は
一
方
が
平
均
値
4.0
を

超
え
る
項
目
が
9
項
目
得
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
を
表
3
に

示
し
た
。
9
項
目
か
ら
大
学
生
た
ち
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
好
む
消
費
者
は「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
感

じ
」が
す
る
雰
囲
気
で「
環
境
を
考
え
る
」人
で
、
年
齢

は「
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
世
代
」で
あ
る
。
そ
し
て
ど
ち
ら

か
と
い
う
と「
お
金
持
ち
」で

「
エ
シ
カ
ル
商
品
が
好
き
」で

「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
も
関
心

が
高
い
」人
で
あ
る
。
ま
た
、

「
上
品
」で「
グ
ロ
ー
バ
ル
な

感
じ
」が
す
る
人
で「
商
品
知

識
が
豊
富
」な
人
で
あ
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
仮

説
1
）「
大
学
生
は
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
好

む
消
費
者
に「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
関
心
が
あ
り
、
お
金

に
余
裕
が
あ
る
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
世
代
」と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
有
し
て
い
る
。」は
検
証
が
な
さ
れ
た
。

　

次
に
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
販
売
し
て
い
る
店

舗
の
従
業
員
5
人
と
来
店
者
20
人
に
対
し
て
聞
き
取
り

調
査
を
実
施
し
た
。
質
問
項
目
と
そ
の
回
答
を
表
4
に

示
し
た
。
来
店
回
数
は
2
ヶ
月
で
ど
の
程
度
の
頻
度
で

店
に
く
る
か
を
尋
ね
た
。
滞
在
時
間
は
１
回
に
来
店
し

た
時
に
店
に
滞
在
し
た
時
間
を
尋
ね
、
20
人
分
の
平
均

時
間
か
ら
算
出
し
た
。

　
な
お
、
来
店
者
は
20
人
の
平
均
値
を
示
し
て
い
る
が
、

質
問
項
目
に
よ
っ
て
は「
わ
か
ら
な
い
」「
忘
れ
た
」と
い

う
回
答
が
あ
る
た
め
、
す
べ
て
の
項
目
に
対
し
て
20
人

全
員
が
回
答
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

来
店
回
数
、
滞
在
時
間
、
質
問
を
す
る
か
否
か
、
商

品
説
明
を
求
め
る
か
否
か
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
回
答
は
従

業
員
と
来
店
者
間
で
一
致
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
従
業

員
は
来
店
者
か
ら
の
質
問
は
お
お
む
ね
多
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
来
店
者
の
う
ち

80.0
％
は
従
業
員
に
商
品
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
た
。

た
と
え
ば「
商
品
の
産
地
」、「
色
違
い
が
あ
る
か
な
ど
他

商
品
の
有
無
」「
洗
濯
が
で
き
る
か
否
か
」な
ど
が
一
例

で
あ
る
。

　

ま
た
商
品
説
明
も
従
業
員
側
は
説
明
を
す
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
い
う
回
答
を
得
て
お
り
、
来
店
者

も
85.0
％
が
説
明
を
求
め
て
い
た
。
試
着
率
は
35.0
％
で
あ

る
が
、
同
じ
エ
リ
ア
の
近
隣
の
店
舗
の
平
均
が
10.0
％
未

満
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
高
い
割
合
で
あ
る
。

　
若
者
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
層
が
多
か
っ

た
が
、
従
業
員
か
ら
の
回
答
は
特
定
の
世
代
の
偏
り
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
聞
き
取
り
調
査
に
お
い

て
も
、
20
人
の
来
店
者
の
う
ち
明
ら
か
に
1
人
は
10
代

で
あ
り
、
20
代
は
5
人
、
30
代
も
4
人
で
あ
っ
た
の
で
、

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
層
に
偏
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
た
だ
し
、
今
回
の
調
査
で
は
年
齢
は
尋
ね
て
い
な

い
の
で
、
こ
れ
ら
は
外
観
か
ら
の
判
断
に
な
る
。

　

性
別
は
女
性
の
来
店
客
が
90.0
％
を
占
め
、
女
性
の
顧

客
の
多
さ
が
わ
か
る
。
来
店
客
は
ほ
と
ん
ど
が
1
人
で

あ
っ
た
。
リ
ピ
ー
タ
ー
率
は
72.0
％
で
あ
り
、
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
好
む
消
費
者
は
リ
ピ
ー
タ
ー

率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
近
隣
の
店
舗
の
リ
ピ
ー

タ
ー
率
の
目
標
が
50.0
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
常
に
高

い
数
値
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
結
果
は
仮
説
 2

の「
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
」こ
と
に
あ
て
は
ま
り
、
こ
の

結
果
か
ら
検
証
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
滞
在
時
間
に
お

い
て
も
、
近
隣
の
店
舗
で
は
10
分
～
15
分
で
あ
る
こ
と

表3　平均値が4.0を超えた項目
n＝105

筆者作成

表4　聞き取り調査結果 n＝25

筆者作成
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に
対
し
、
こ
こ
で
は
平
均
が
39
分
と
な
り
、
長
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
仮
説
 2
の「
店
内
の
滞
在
時
間

が
長
い
」こ
と
も
検
証
さ
れ
た
。
こ
れ
は
質
疑
応
答
の
時

間
が
あ
る
こ
と
も
滞
在
時
間
を
長
く
し
て
い
る
要
因
で

あ
る
と
推
察
で
き
る
。3 

考
察

　

最
初
に
、
大
学
生
た
ち
が
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
好
む
消
費
者
を「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
関
心

が
あ
り
、
お
金
に
余
裕
が
あ
る
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
世
代
」

と
イ
メ
ー
ジ
し
た
が
、
そ
の
一
因
に
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
商
品
が
他
の
商
品
と
比
較
す
る
と
高
額
で
あ
る
と
い

う
思
い
こ
み
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

高
額
な
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら「
お

金
に
余
裕
が
あ
る
」と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
に

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
衣
類
が
輸
入
さ

れ
た
は
じ
め
の
頃
は
、
確
か
に
割
高
と
感
じ
る
よ
う
な

価
格
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
フ
ェ
ア（
公
平
）な
取
引
を
実

現
す
る
た
め
に
は
高
額
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う

説
明
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ブ
ラ
ン
ド
の
衣
類
・
ア
ク

セ
サ
リ
ー
な
ど
も
高
額
商
品
で
あ
り
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
だ
け
が
高
額
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

ま
た
、
高
額
な
イ
メ
ー
ジ
で
は
あ
る
が
、
他
の
衣
類
と

比
較
し
て
も
突
出
し
た
高
額
価
格
で
も
な
い
。
今
後
は

こ
の
あ
た
り
の
周
知
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若

者
が
抱
く
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

次
に
、「
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、
滞
在
時
間
が
長
い
」

と
い
う
仮
説
の
と
お
り
、
他
店
舗
と
比
較
す
る
と
リ

ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、
商
品
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

え
る
。
商
品
知
識
を
得
よ
う
と
従
業
員
に
話
か
け
る
た

め
、
滞
在
時
間
も
長
く
な
る
の
で
あ
る
。
来
店
前
か
ら

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
賛
同
し
、
日
常
的

に
着
用
し
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。
何
度
も
来
店
す
る

の
で
、
従
業
員
と
も
顏
見
知
り
に
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
求
め
る
た
め
、
質
問
な
ど
が
多
く

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
リ
ピ
ー
タ
ー
は
商
品
を
実
際

に
目
に
す
る
機
会
が
多
く
、
自
分
の
知
ら
な
い
商
品
に

対
す
る
知
識
を
得
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。

こ
の
現
象
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
商
品
知
識

を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を

深
く
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
共
に
、
そ
の
魅
力
も
理
解

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
補
足
で
あ
る
が
、
滞
在
時
間
が

長
く
な
る
要
因
に
は
試
着
率
が
高
い
こ
と
も
挙
げ
ら
れ

る
。
一
般
的
な
試
着
率
は
22.6
％
で
あ
る
が
、
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
商
品
で
は
39.0
％
と
な
っ
て
い
る
　4）

。

4 
ま
と
め

　

今
日
で
は
S
D
G
s
と
い
う
言
葉
が
世
間
に
浸
透
し
、

そ
れ
に
伴
い
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
認
知
度
も
上
昇
し

た
。
今
回
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
着
目

し
、
得
ら
れ
た
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

 1
大
学
生
た
ち
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

を
好
む
消
費
者
に
対
し
て「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
関
心
が

あ
り
、
お
金
に
余
裕
が
あ
る
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
世
代
」と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
有
し
て
い
る
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商

品
を
実
際
に
販
売
し
て
い
る
店
の
従
業
員
に
聞
き
取
り

調
査
を
し
た
結
果
、
年
齢
層
は
幅
広
く
、
10
代
の
若
者

も
来
店
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
ミ
ド
ル
や

シ
ニ
ア
世
代
が「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
好

む
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
必
ず
し
も
現
実
と
は
合
致
し
て

い
な
い
。

　

 2
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
好
む
消
費
者

は
リ
ピ
ー
タ
ー
率
が
高
く
、
店
の
滞
在
時
間
が
長
い
と

い
う
仮
説
は
検
証
さ
れ
た
。調
査
結
果
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー

率
は
72.0
％
で
、
他
店
舗
よ
り
も
圧
倒
的
に
高
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
店
内
滞
在
時
間
も
他
の
店
舗
と
比
較
す
る

と
長
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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ものを、組版を変更し再掲載させていただきました。

-　10　-



T O P I C S

京都工芸繊維大学における
繊維科学センターの役割と活動

京都工芸繊維大学 繊維科学センター長　奥林　里子

セ
ン
タ
ー
設
立
の

経
緯
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン

1
　
京
都
工
芸
繊
維
大
学
は
、
1
8
9
9
年
設

立
の
京
都
蚕
業
講
習
所
と
1
9
0
2
年
設

立
の
京
都
高
等
工
藝
学
校
を
前
身
と
し
て
、

1
9
4
9
年
に
新
制
大
学
と
し
て
設
置
さ
れ

て
以
来
、
我
が
国
の
繊
維
科
学
・
工
学
分
野

に
お
け
る
人
材
育
成
と
学
術
・
技
術
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
て
き
た
。
法
人
化

後
2
年
が
経
っ
た
2
0
0
6
年
に
は
、
繊
維

学
部
と
工
芸
学
部
が
工
芸
科
学
部
に
併
合
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
分
野
の
教
育
研
究
を

統
括
す
る
独
立
組
織
と
し
て「
繊
維
科
学
セ

ン
タ
ー
」が
設
立
さ
れ
た
。
初
代
セ
ン
タ
ー

長
に
は
木
村
良
晴
名
誉
教
授
が
着
任
さ
れ
、

翌
年
の
2
0
0
7
年
よ
り
文
部
科
学
省
か
ら

特
定
運
営
費
交
付
金
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
の
配
分
を
受
け
、
セ
ン
タ
ー
の
組
織
と

活
動
は
飛
躍
的
に
充
実
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
事
業
名
は「
21
世
紀
型
繊
維
科
学
・
工

学
創
出
事
業
－
ネ
オ
・
フ
ァ
イ
バ
ー
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
創
出
事
業
の
推
進
－
」で
あ
り
、
繊

維
科
学
の
学
術
基
盤
の
形
成
に
尽
力
さ
れ

た 

　1）
。
こ
の
事
業
は
5
年
間
実
施
さ
れ
た

後
も
、
経
常
的
経
費
と
し
て
予
算
送
措
置
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
国
が
重

要
視
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、

日
本
学
術
振
興
会
の
予
算
に
よ
り「
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
学
術
基
盤
形
成
事
業
」を
実
施
し
、

繊
維
科
学
セ
ン
タ
ー
が
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地

域
に
お
け
る
諸
課
題
の
解
決
に
資
す
る
た
め

主
導
的
役
割
を
果
た
し
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
諸
国
の
研
究
拠
点
機
関
と
の
持
続
的
な
協

力
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
分

野
に
関
す
る
中
核
的
研
究
拠
点
の
構
築
と
と

も
に
若
手
研
究
者
の
育
成
を
も
図
っ
て
き
た
。

　
2
0
1
0
年
に
は
新
た
な
独
立
専
攻
で
あ

る「
バ
イ
オ
ベ
ー
ス
マ
テ
リ
ア
ル
専
攻
」が

本
学
大
学
院
に
設
置
さ
れ
、
バ
イ
オ
由
来
材

料
に
つ
い
て
の
教
育
・
研
究
に
力
が
注
が
れ

た
。
今
は
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
る
バ
イ

オ
ベ
ー
ス
マ
テ
リ
ア
ル
だ
が
当
時
は
ま
だ
ま

だ
珍
し
く
、
そ
の
後
の
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
盛
り
上
が
り
を
見
て
も
セ
ン
タ
ー
に
先

見
の
明
が
あ
っ
た
こ
と
に
疑
う
余
地
は
な
い
。

2
0
1
5
年
に
は
繊
維
関
連
の
教
育
・
研
究

の
組
織
と
し
て「
繊
維
学
域
」／「
繊
維
学
系
」

が
組
織
さ
れ
、
繊
維
科
学
セ
ン
タ
ー
の
役
目

は
終
わ
っ
た
か
に
見
え
た
が
、
本
セ
ン
タ
ー

は
閉
じ
る
こ
と
な
く
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
組
織

と
密
接
に
連
携
し
、
本
学
が
こ
れ
ま
で
に
蓄

積
し
て
き
た
繊
維
の
知
と
技
を
引
き
継
ぎ
な

が
ら
、
世
界
と
京
都
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域

と
融
合
す
る
こ
と
で
、
繊
維
に
人
に
新
た
な

価
値
を
生
み
出
す
活
動
を
続
け
て
き
た
。
も

は
や
繊
維
の
学
部
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
た

な
い
本
学
に
課
せ
ら
れ
た
、
繊
維
分
野
に
お

け
る
教
育
研
究
に
対
す
る
社
会
的
役
割
の
重

要
性
を
鑑
み
る
と
、
新
し
い
繊
維
科
学
・
工

学
体
系
の
確
立
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
深
み
の

あ
る
繊
維
文
化
の
醸
成
に
寄
与
す
る
こ
と
が

セ
ン
タ
ー
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
考
え
る
。

第
4
期
中
期
目
標
期
間
の

活
動
と
こ
れ
ま
で
の
成
果

2
　
第
4
期
中
期
目
標
期
間
が
始
ま
っ
た

2
0
2
2
年
に
は
、
繊
維
科
学
セ
ン
タ
ー
の

組
織
を
再
編
し
新
し
い
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ（
図

1
）の
も
と
、
①
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
と
地
域
か
ら
世
界
へ
貢
献
、
②
将
来
の
技

術
者
や
教
育
者
育
成
、
③
超
ホ
ン
モ
ノ
技
術

の
掘
起
し
と
利
用
を
中
心
に
交
流
の
場
づ
く

り
、
技
術
の
保
存
、
幅
広
い
人
材
育
成
等
の

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
通
じ
た「
新
し
い
学
術
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」づ
く
り
を
新
た
に
掲
げ
事

業
を
遂
行
し
て
き
た
。
そ
の
内
容
は
、
国
際

交
流
、
国
際
教
育
、
社
会
人
教
育
、
展
示
会

出
展
、
講
演
会
開
催
、
他
大
学
と
の
連
携
、

地
元
企
業
連
携
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る 

　2）
。

　
具
体
的
に
は
、
35
か
国
か
ら
50
の
繊
維
系

大
学
が
参
加
す
る
学
会
A
U
T
E
X
（The 
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T O P I C S

Association of U
niversities for 

Textiles

）で
の
国
際
交
流（
セ
ン
タ
ー

は
2
0
1
4
年
よ
り
会
員
）、
修
士
マ

ル
テ
ィ
プ
ル
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
、

信
州
大
学
繊
維
学
部
フ
ァ
イ
バ
ー
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー

（
F
i
i
）と
の
社
会
人
教
育
公
開
講

座「
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」の

共
同
開
催
、
2
0
1
9
年
よ
り
参
加
し

て
い
る
北
陸
ヤ
ー
ン
フ
ェ
ア
出
展
で
は
、

本
学
6
名
の
教
員
の
研
究
紹
介
を
ポ
ス

タ
ー
だ
け
で
な
く
試
作
品
の
展
示
付
き

で
紹
介
す
る
こ
と
で
、
2
日
で
2
0
0

名
を
超
え
る
ブ
ー
ス
訪
問
者
が
あ
り
会

場
で
は
様
々
な
情
報
を
交
換
し
あ
う
声

が
聞
こ
え
て
い
た
。
こ
れ
こ
そ
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
示
し
た「
新
し
い
学
術
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」の
形
成
と
考
え
る
。

京
都
市
産
業
技
術
研
究
所
と
の
共
催
講

演
会
で
あ
る「
京
の
知
恵
　
新
価
値
創

造
講
演
会
」に
は
、
全
国
に
30
繊
維
系

公
設
試
が
あ
る
う
ち
12
機
関
を
含
む
87

名
の
参
加
者
が
あ
り
、
繊
維
科
学
セ
ン

タ
ー
の
目
標
の
一
つ
で
あ
る
全
国
的
な

公
設
試
と
の
連
携
の
ハ
ブ
に
な
る
足
掛

か
り
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大

学
間
で
は
、
2
0
2
4
年
3
月
に
締
結

し
た
信
州
大
学
繊
維
学
部
F
i
i
と
の

協
定
の
も
と
、
経
済
産
業
省
事
業
で
あ

る
中
堅
・
中
核
企
業
の
経
営
力
強
化
支

援
事
業
に
参
画
し
、
連
携
基
盤
の
強
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
2
0
2
4
年
に
は
新
し
く「
繊
維
ユ

ニ
ッ
ト
」を
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ
は
、
学

内
の
施
設
や
機
器
を
学
内
外
の
利
用
者

に
広
く
開
放
し
共
同
で
利
用
す
る
こ
と

で
、
研
究
活
動
の
効
率
化
や
資
源
の
有

効
活
用
、
共
同
研
究
や
教
育
の
促
進
を

目
的
と
し
た
ラ
ボ
で
あ
る
。
2
0
2
1

年
に
学
内
に
設
置
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
10
ユ
ニ
ッ

ト
の
一
つ
に
あ
た
り
、
少
量
か
ら
試
作

で
き
る
紡
糸
装
置（
溶
融
・
コ
ン
ジ
ュ

ゲ
ー
ト
・
湿
式
・
乾
式
）の
ほ
か
、
ホ
ー

ル
ガ
ー
メ
ン
ト
横
編
機
や
三
次
元
変
角

分
光
測
色
シ
ス
テ
ム
と
言
っ
た
特
殊
な

装
置
も
備
え
、
繊
維
の
も
の
づ
く
り
基

盤
を
支
え
て
い
る
。
本
学
に
お
い
て
最

も
後
に
立
ち
上
が
っ
た
ユ
ニ
ッ
ト
な
が

ら
最
も
学
外
か
ら
の
利
用
が
多
く
、
学

内
は
も
ち
ろ
ん
学
外
の
企
業
の
研
究
に

も
繊
維
科
学
セ
ン
タ
ー
が
貢
献
で
き
て

い
る
こ
と
は
、大
変
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

図1　第４期中期目標期間の繊維科学センターロードマップ
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今
後
の
活
動

3
　
学
内
の
重
点
戦
略
組
織「
未
来
デ
ザ
イ
ン
・
工
学
機
構
」

で
は
、
未
来
社
会
の
変
革
を
促
す
た
め
の
異
分
野
融
合
に

よ
る
視
点
提
示
型
研
究
の
推
進
を
謳
い
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で

広
場
を
意
味
す
る
A
G
O
R
A
と
い
う
テ
ー
ブ
ル
を
設
け
、

学
内
の
学
系
や
領
域
を
超
え
て
研
究
者
や
学
者
た
ち
を
呼

び
集
め
る
こ
と
を
始
め
た
。
2
0
2
1
年
に
は
参
加
者
の

妄
想
か
ら
5
つ
の
テ
ー
マ
が
絞
り
込
ま
れ
、そ
の一つ
で
あ
る

「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
マ
テ
リ
ア
ル
：
繊
維
の
循
環
」に
つ
い
て
、

著
者
は
異
分
野
の
研
究
者
た
ち
と
意
見
交
換
を
積
み
重
ね

そ
の
構
想
を
温
め
続
け
て
き
た
。
繊
維
科
学
セ
ン
タ
ー
が

未
来
デ
ザ
イ
ン
・
工
学
機
構
に
所
属
す
る
組
織
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
2
0
2
5
年
か
ら
は「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
マ
テ
リ
ア

ル
」を
実
装
化
す
る
た
め
、
繊
維
科
学
セ
ン
タ
ー
が
受
け

皿
と
な
っ
た
。
現
在
、
S
h
o
p 

ス
ケ
ー
ル
で
衣
類
か
ら

衣
類
を
再
生
で
き
る
よ
う
、
退
職
さ
れ
た
先
生
が
使
わ
れ

て
い
た
カ
ー
ド
機
を
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
し
、
紡
績
装
置
を

企
業
よ
り
借
用
す
る
な
ど
整
備
を
進
め
て
い
る
。
構
想
は

図
2
に
示
す
通
り
で
、
地
域
循
環
を
目
指
し
て
い
る
。

　
一
見
、
よ
く
見
か
け
る
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
で

あ
る
が
、
微
生
物
を
用
い
た
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
や

京
都
の
伝
統
技
法
を
用
い
た
製
品
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
デ

ザ
イ
ン
な
ど
、
様
々
な
研
究
要
素
を
含
む
内
容
と
な
っ

て
い
て
、
大
学
の
理
念「ART×

SCIEN
CE

」「LO
CAL

×
G
LO
BAL

」「TRAD
ITIO

N
×
IN
N
O
V
ATIO

N
」

を
実
施
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
、
繊
維
科
学
セ

ン
タ
ー
が
起
動
し
運
営
し
て
い
く
。
少
し
話
は
逸
れ
る

が
、
繊
維
の
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
S
h
o
p
規

模（
最
近
街
中
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
店
の
規
模
）で
実
装
化
す
る
た
め
に
は
、
小
さ
な

カ
ー
ド
機
、
練
条
機
、
紡
績
機
、
ワ
イ
ン
ダ
ー
、
撚
糸

機
な
ど
が
必
要
だ
が
、
日
本
製
の
入
手
に
大
変
苦
労
し

て
い
る
。
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
繊
維
科
学
セ

ン
タ
ー
（
メ
ー
ル
：fiber@

kit.ac.jp

ま
た
は
電
話
：

0
7
5
－
7
2
4
－
7
7
0
1
）に
ご
一
報
い
た
だ
け
れ

ば
幸
甚
で
あ
る（
日
本
繊
維
機
械
学
会
の
学
会
誌
だ
け
に

期
待
す
る
）。
ま
た
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
ご
興
味
あ

る
方
か
ら
の
連
絡
も
お
待
ち
申

し
上
げ
る
。

　
繊
維
科
学
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
き
た
活
動
に
加
え
、

新
た
な
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
起
動
す
る
こ
と
で
、
科
学
技

術
の
開
発
を
推
進
し
、
今
世
紀

に
お
け
る
繊
維
科
学
・
工
学
分

野
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
。
ま
た
、

人
や
情
報
を
絶
え
間
な
く
流
動

さ
せ
る
駆
動
力
を
提
供
し
、
設

立
20
周
年
を
迎
え
る
2
0
2
6

年
に
は
、
さ
ら
に
進
化
し
た
姿
を

見
て
頂
け
る
よ
う
邁
進
す
る
の
で
、

関
係
者
の
皆
様
に
も
引
続
き
ご

協
力
を
賜
れ
る
よ
う
、
改
め
て
お

願
い
申
し
上
げ
る
。

参考文献
1）�京都工芸繊維大学繊維科学センター平成21年度活動報告書（2010年）.
2）�京都工芸繊維大学繊維科学センター令和４年度活動報告書（2023年）.

編・織（製品）裁断・解繊 カーディング・練条

https://www.fukukobo.com/

異素材除去

修繕・

Recycling Lab（リサイクルの見える化）

既存企業

販売・店頭回収

販売・リメイク
スタートアップ企業

色/素材別衣類 店頭回収衣類
Remanufacturing Lab

紡績

繊維科学センター

KYOTO Design Lab

バージン繊維（日本産綿/羊毛），ケミカルリサイクル繊維

本稿は、一般社団法人日本繊維機械学会発行の繊維機械学会誌「月刊せ
んい」第78巻６号（922号）に掲載されたものを、組版を変更し再掲載
させていただきました。

図2　ガーメントto ガーメント（繊維のマテリアルリサイクルの構図）
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（注） 2015（平成27）年に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除された品目があります。

項　目
織    　　　  物 ニット生地 織物・ニット生地合計

従業者数
数　量　（百万㎡） 金　額 数　量 金　額 数　量 金　額

長繊維 短繊維 計 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （人） 前年比
2015年 768 653 1,421 （99.9） 1,268 100.1 403 97.8 465 97.8 1,824 （99.4） 1,733 99.5 10,162 99.0 
2016年 767 648 1,416 99.6 1,251 98.6 401 99.7 460 98.8 1,817 99.6 1,710 98.7 10,321 101.6 
2017年 778 643 1,421 100.4 1,242 99.3 400 99.8 448 97.5 1,821 100.2 1,690 98.8 10,076 97.6 
2018年 774 628 1,402 98.7 1,233 99.3 411 102.6 455 101.5 1,813 99.6 1,688 99.9 10,196 101.2 
2019年 756 605 1,361 97.0 1,217 98.7 402 97.7 442 97.0 1,763 97.2 1,659 98.3 9,985 97.9 
2020年 601 567 1,167 85.8 977 80.2 347 86.5 370 83.7 1,514 85.9 1,346 81.2 9,703 97.2 
2021年 619 557 1,176 100.8 1,019 104.3 379 109.1 397 107.5 1,555 102.7 1,416 105.2 9,513 98.0 
2022年 606 558 1,165 99.0 1,081 106.1 388 102.4 418 105.3 1,552 99.9 1,500 105.9 9,103 95.7 
2023年 610 548 1,159 99.5 1,117 103.3 389 100.4 443 105.9 1,548 99.7 1,560 104.0 8,754 96.2 
2024年 593 516 1,109 95.7 1,124 100.7 353 90.7 420 94.8 1,462 94.4 1,544 99.0 8,694 99.3 

2024年1-3月 145 122 267 93.5 270 99.5 87 88.9 102 95.9 354 92.3 372 98.5 8,744 98.3 
2025年1-3月 144 124 267 100.0 279 103.4 84 97.1 100 97.5 351 99.3 379 101.8 8,615 98.5 
2024年4-6月 153 131 284 96.3 285 101.1 88 90.5 106 95.0 372 94.9 391 99.4 8,804 98.8 
2025年4-6月 151 128 279 98.3 286 100.6 85 96.1 106 99.8 364 97.8 393 100.4 8,663 98.4 
2024年6月 50 44 95 91.7 95 96.9 29 85.4 35 89.3 123 90.2 130 94.7 - -
2025年6月 50 42 92 97.2 96 101.0 29 100.3 36 103.5 121 97.9 132 101.7 - -
2024年1-6月 299 252 551 94.9 555 100.3 175 89.7 209 95.5 726 93.6 763 98.9 - -
2025年1-6月 295 252 547 99.1 565 102.0 169 96.6 206 98.7 716 98.5 771 101.1 - -

（従業者数は3月・6月末）

（注）	�2024（令和６）年以前の数値は、経済産業省 生産動態統計年報 繊維・生活用品統計編による確定値、2025（令和７）年の数値は、
生産動態統計月報の累計です。

	 2015（平成27）年１月に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除、統合された品目があります。
	 2015（平成27）年	 削除：織物の「麻織物」、毛布の「毛布」及び「加工金額」
		�  加工数量の前年比の（　）内の数値は、2015（平成27）年改正に対応するため、2014（平成26）年の数値

から削除された「麻織物」を差し引いた数値と比較して算出した比率です。
	 四捨五入により下一桁に誤差の生じる場合があります。
	 比率は数量千㎡、金額千円単位での計算値。
※�2024（令和６）年経済産業省 生産動態統計年報が公表されましたので、2024（令和６）年の数値を、月報の数値より年報による確定値に変更いた
しました。（2025.6.30）

前年比：%

染色整理加工実績推移 （数量・金額・従業者数）

長・短織物及びニット生地加工数量 織物及びニット生地加工金額
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ニッセンケンだより 持続可能な
産業の実現へ

　衣類や生活用品に付着する「におい」は、日常生活の快適性だけでなく、製
品開発においても重要な評価指標となっています。近年は、衛生意識の高ま
りを背景に、体臭・生活臭・ペット臭など多様なにおいへの対策が求められ
ており、ニッセンケンではこれに応えるかたちで、抗菌試験と消臭試験の評
価範囲を拡充しました。

【原因菌対策：ミクロコッカス・ルテウスへの抗菌試験を開始】
　ニッセンケンでは、これまでも生乾き臭の原因菌であるモラクセラ菌や汗臭の原因菌である黄色ぶどう球
菌を用いた抗菌試験を実施してきましたが、このたび新たに皮膚の常在菌として知られる「ミクロコッカス・
ルテウス」を試験対象に加えました。皮脂や汗を栄養に増殖することで汗臭を発生させる本菌は、洗濯後の
衣類に残留するケースもあり、汗をかいた際に再び活性化してにおいを生じさせることから、汗臭の原因菌
として注目を集めています。

【臭気除去：消臭試験の対応範囲を拡充】
カテゴリー 臭気の元となる成分名 特　徴

体臭

アリルメルカプタン ストレス臭、にんにく臭
ジメチルトリスルフィド ストレス臭、腐ったキャベツのようなにおい
ジアセチル オリモノ臭、ミドル脂臭、脂っぽい独特のにおい
プロピオン酸 刺激的な酸っぱいにおい、発酵臭
3-メチル-3-スルファニルヘキサン-1-オール ワキガ臭（硫黄臭）
3-ヒドロキシ-3-メチルヘキサン酸 ワキガ臭（スパイシー臭）
3-メチル-2-ヘキセン酸 ワキガ臭（脂肪酸臭）
イソ吉草酸アルデヒド（3-メチルブタナール）足臭、むせるような甘酸っぱい焦げたにおい

生活臭

1-ノナナール 焼き肉後のイヤなにおい
スカトール 排泄臭・糞臭
p-クレゾール 尿臭、介護施設等で問題視される尿臭の代表成分
ジメチルアミン 腐った魚のにおい

ペット
3-メルカプト-3-メチル -1-ブタノール 猫の排泄臭
酪酸 排泄臭（ペット臭）、腐敗臭

その他
2-メチルイソボルネオール カビ臭（水道水のカビ臭の原因物質）
ホルムアルデヒド ツンと鼻を刺すような刺激臭、シックハウス症候群の原因物質

【ニッセンケンは「抗菌」と「消臭」の両面からサポートします】
　ニッセンケンでは、標準的なJIS・ISO規格試験に加え、実使用環境や製品用途に合わせたオ
リジナル試験のご提案も可能です。多様化する「におい」の問題にお悩みの際は、最寄りの事業
拠点またはお問い合わせフォームより、お気軽にご連絡ください。

〒111-0051 東京都台東区蔵前2-16-11　TEL：03-5830-6660　E-mail：pr-contact@nissenken.or.jp
（本部）一般財団法人ニッセンケン品質評価センター

お問い合わせ
フォーム
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お 知 ら せお 知 ら せ

日本染色協会
⃝第１回　技術・環境対策委員会	
	 ７月23日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
⃝第１回　技術・環境講演会	
	 ７月23日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
⃝第１回　取引・情報委員会及び長繊維情報部会合同会議	
	 ７月30日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
経済産業省
⃝�第５回　繊維産地における	
サプライチェーン強靱化に向けた対応検討会	
	 ７月 ３日　於　経済産業省
日本繊維産業連盟
⃝第１回　環境・安全問題ＷＧ	
	 ７月 ２日　於　リモート
⃝第１回　常任委員会	
	 ７月14日　於　野村コンファレンスプラザ日本橋
⃝技能実習適正化・取引適正化推進委員会	
	 ７月14日　於　野村コンファレンスプラザ日本橋
全国短繊維織物無地染工業組合
⃝第１回　企画・情報委員会	
	 ７月 ８日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
日本経編整染工業組合
⃝第２回　調査情報委員会	
	 ７月17日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
繊維学会
⃝学会誌編集員会	
	 ７月29日　於　リモート
繊維評価技術協議会
⃝�「繊維製品の環境配慮設計に関する標準化」	
第１回　標準化委員会	
	 ７月 １日　於　アットビジネスセンター東京駅八重洲通り

　事前の心配をよそに、大阪・関西万博が大盛況だ。ヘ
ルスケアパビリオンでは、（株）ファーマフーズと京友禅
の作家がコラボして作った、天女の羽衣のように空中を
舞う「オボヴェール」の展示が行われている。その横では
タマゴクッションや試着品があり、オボヴェールのさわ
り心地も確かめることができる。また万博会場内にある
セブンイレブンでは世界初、オボヴェールを採用した靴
下とハンドタオルが販売中だ。オボヴェールとは加水分
解した卵殻膜（タンパク質）と再生セルロースを複合させ
て生まれた新しい繊維素材で、10年の研究の末に開発さ
れた。
　日本で年間に生産される鶏卵263万トンの内237万トン
は食品として消費されるが、残り26万トンもの卵殻の多
くは廃棄物として処理されていた。しかしその卵殻から
卵殻膜を取り出して繊維を作り衣類に活用したことで、
廃棄物の削減に加え温室効果ガスの排出抑制にもつな
がった。実際にオボヴェールを30％配合したTシャツを1
枚生産する場合、従来なら廃棄されていたタマゴ約100個
分の卵殻膜を使用することでおよそ150リットル分のCO2
排出を削減することができる。また、このオボヴェール
を使用した衣類は保湿性に優れ、肌のバリア機能を維持
できることが臨床試験でも確認されている。さらに繊維
の構造や糸の撚り方、生地の編み方・織り方を工夫する
ことでシルクやカシミヤのような風合いを作ることもで
き、動物繊維の代替品としても大注目の環境配慮素材だ。
オボヴェールの「オボ」はラテン語で（タマゴ）を意味し、
それに「ヴェール」（優しく包む膜）を合わせた造語である。
　大阪・関西万博閉幕まで残り1 ヶ月を切ったが、残念
ながらまだ一度も足を運べていない。閉幕までになんと
か滑り込めるといいのだが。そしてぜひともこの将来有
望な新繊維「オボヴェール」を実際に見て、触れてみたい。

（E-mail address：gyoumu.osk@nissenkyo.or.jp）
� 一般社団法人日本染色協会　編集部

編集後記 主 要 行 事 令和₇年₇月・₈月

　当協会では、教育講座補助の拡充を進めており、「JIS Z 7252及びJIS Z7253改正動向説明会」につきまして、
参加費の補助を追加することと致しました。
　手続として、教育講座の主催者が示す申込手続きに従って、受講手続きを行って下さい。続いて、当協会あて
に参加申し込みをした旨をご連絡下さい。教育講座補助申請書を、当協会HPトピックスからダウンロードして
頂き、説明会名、　受講者名、振込口座名等必要事項をご記入の上、当協会までご提出下さい。
なお、間接会員は、団体会員の傘下の企業を指します。

JIS Z 7252及びJIS Z7253改正動向説明会
～安衛法令に基づく新たな化学物質規制の政府最新情報も含めて～

【日　　　時】 2025年10月３日（金）13時00分～ 16時20分
【定　　　員】 オンライン800名
【参　加　費】 一般価格：9,900円
【補　助　額】 協会補助：5,000円（間接会員3,000円）
◎説明会詳細：https://webdesk.jsa.or.jp/seminar/W12M1010/index/0000502
◎－GHS対応－化管法･安衛法･毒劇法における ラベル表示･SDS提供制度リーフレット：
　　　　　　　https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/GHSpamphlet2.pdf

教育講座補助対象の追加について
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無断転載厳禁
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●用紙：琵琶湖の環境保全活動を支援する寄付金付びわ湖環境ペーパー
　　　 責任ある木質資源や再生資源を使用したFSC®認証用紙
●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷
●この印刷製品は、環境に配慮した資材と工場で製造されています。P-B10238


